
(57)【要約】

【課題】すっきりとした外観でありながらも、衝撃吸収

能力に優れていて、かつ、各部の寸法設定が容易で、製

造が容易な防護柵用支柱を提供することを課題とする。

【解決手段】車道Ｒ脇に構築された基礎Ｋに固定される

台座１と、この台座１に立設された支柱本体２とを有す

る防護柵用支柱Ｐであって、支柱本体２は、車道Ｒに面

する前面フランジ２１と、この前面フランジ２１の後方

に配置された後面フランジ２２と、前面フランジ２１と

後面フランジ２２とを繋ぐウェブ２３とを備えており、

前面フランジ２１の前面が、平面状又は円弧面状を呈し

ており、後面フランジ２２が、台座１から略垂直に立ち

上がる基部２２ａと、この基部２２ａの上端から前側斜

め上方に向かって立ち上がる傾斜部２２ｂと、この傾斜

部２２ｂの上端から上方に向かって立ち上がる主体部２

２ｃとを備えていることを特徴とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 道 脇 に 構 築 さ れ た 基 礎 に 固 定 さ れ る 台 座 と 、 前 記 台 座 に 立 設 さ れ た 支 柱 本 体 と を 有 す
る 防 護 柵 用 支 柱 で あ っ て 、
　 前 記 支 柱 本 体 は 、 前 記 車 道 に 面 す る 前 面 フ ラ ン ジ と 、 前 記 前 面 フ ラ ン ジ の 後 方 に 配 置 さ
れ た 後 面 フ ラ ン ジ と 、 前 記 前 面 フ ラ ン ジ と 前 記 後 面 フ ラ ン ジ と を 繋 ぐ ウ ェ ブ と を 備 え て お
り 、
　 前 記 前 面 フ ラ ン ジ の 前 面 が 、 平 面 状 又 は 円 弧 面 状 を 呈 し て お り 、
　 前 記 後 面 フ ラ ン ジ が 、 前 記 台 座 か ら 略 垂 直 に 立 ち 上 が る 基 部 と 、 前 記 基 部 の 上 端 か ら 前
側 斜 め 上 方 に 向 か っ て 立 ち 上 が る 傾 斜 部 と 、 前 記 傾 斜 部 の 上 端 か ら 上 方 に 向 か っ て 立 ち 上
が る 主 体 部 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 防 護 柵 用 支 柱 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 前 面 フ ラ ン ジ の 幅 寸 法 お よ び 肉 厚 の 少 な く と も 一 方 が 、 上 に 向 か う に 従 っ て 漸 減 し
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 防 護 柵 用 支 柱 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 前 面 フ ラ ン ジ の 前 面 お よ び 前 記 後 面 フ ラ ン ジ の 前 記 主 体 部 の 後 面 が 、 円 弧 面 状 を 呈
し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 防 護 柵 用 支 柱 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 後 面 フ ラ ン ジ の 前 記 基 部 に 対 す る 前 記 傾 斜 部 の 傾 斜 角 度 が １ ５ ～ ４ ５ 度 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 防 護 柵 用 支 柱 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 後 面 フ ラ ン ジ の 前 記 傾 斜 部 の 上 端 は 、 前 記 傾 斜 部 の 肉 厚 の ０ ． ８ ～ ２ ． ５ 倍 分 だ け
、 前 記 基 部 の 上 端 よ り も 前 側 に 位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 防 護 柵 用 支 柱 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 台 座 に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 孔 が 、 前 記 前 面 フ ラ ン ジ と 前 記 後 面 フ ラ ン ジ と の 間 に
位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 防 護 柵 用 支
柱 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 鋳 造 品 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 防 護 柵 用 支 柱 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 道 に 沿 っ て 設 置 さ れ る 防 護 柵 用 支 柱 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 車 両 用 の 防 護 柵 は 、 車 道 か ら の 車 両 の 転 落 を 防 止 す る も の で あ り 、 所 定 間 隔 で 立 設 し た
複 数 の 支 柱 （ 以 下 、 「 防 護 柵 用 支 柱 」 と い う 。 ） 間 に 横 梁 （ 横 架 材 ） を 掛 け 渡 し た 構 造 を
備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 防 護 柵 の 剛 性 ・ 強 度 は 、 車 両 の 転 落 防 止 と い う 観 点 か ら す る と 、 大 き い 方 が よ い が 、 必
要 以 上 に 大 き く す る と 、 衝 突 時 の 衝 撃 に よ り 運 転 手 や 添 乗 員 に ダ メ ー ジ を 与 え る 虞 が あ り
、 ま た 、 防 護 柵 に 接 触 又 は 衝 突 し た 車 両 が 当 該 防 護 柵 で 跳 ね 返 さ れ て 車 道 側 で ス ピ ン し 、
二 次 災 害 を 引 き 起 こ す 虞 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の た め 、 従 来 の 防 護 柵 は 、 車 両 が 接 触 又 は 衝 突 し て あ る 程 度 以 上 の 外 力 が 加 わ っ た と
き に 、 先 ず 横 架 材 の 圧 潰 お よ び 曲 げ 変 形 に よ っ て 衝 撃 エ ネ ル ギ ー が 吸 収 さ れ 、 次 い で 防 護
柵 用 支 柱 の 傾 倒 や 座 屈 等 に よ っ て 衝 撃 エ ネ ル ギ ー が 吸 収 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 こ
れ に よ り 運 転 手 、 添 乗 員 の 被 害 が 最 小 限 に 抑 え ら れ る と と も に 、 車 両 の 車 道 側 へ の 跳 ね 返
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え り が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 防 護 柵 用 支 柱 は 、 車 道 脇 に 構 築 さ れ た 基 礎 に 固 定 さ れ る 台 座 と 、 こ の 台 座 に 立 設 さ れ た
支 柱 本 体 と を 備 え る も の が 一 般 的 で あ る が 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ に は 、
図 ６ の （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 支 柱 本 体 の 後 面 フ ラ ン ジ に 後 方 へ の 傾 倒 の 起 点
と な る 湾 曲 凹 部 Ｄ を 形 成 し 、 支 柱 本 体 の 下 半 部 の 中 立 軸 Ｎ を Ｓ 字 状 に し た 防 護 柵 用 支 柱 が
開 示 さ れ て い る 。 な お 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 防 護 柵 用 支 柱 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金
鋳 物 製 で あ り 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 防 護 柵 用 支 柱 は 鋳 鉄 製 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 昭 ５ ７ － ４ ２ ７ ６ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ３ ３ ６ ０ ３ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ の 防 護 柵 用 支 柱 は 、 そ の 中 立 軸 Ｎ を Ｓ 字 状 に 湾 曲 さ せ る 必
要 が あ る の で 、 設 計 ・ 製 作 が 難 し い と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献
２ の 防 護 柵 用 支 柱 で は 、 支 柱 本 体 の 中 立 軸 Ｎ を Ｓ 字 状 に す る こ と を 必 須 の 要 件 と し て い る
の で 、 採 り う る デ ザ イ ン が 制 約 さ れ て し ま い 、 多 様 化 す る 需 要 者 の ニ ー ズ に 応 え ら れ な い
と い う 問 題 も あ る 。 加 え て 、 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ の 防 護 柵 用 支 柱 で は 、 後 面 フ ラ
ン ジ の 下 部 を Ｓ 字 状 に 成 形 す る の に 伴 っ て 、 前 面 フ ラ ン ジ の 下 部 を 屈 曲 さ せ る 必 要 が あ る
の で 、 す っ き り と し た 格 好 に な ら な い と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 観 点 か ら 、 本 発 明 は 、 す っ き り と し た 外 観 で あ り な が ら も 、 衝 撃 吸 収 能 力 に
優 れ て い て 、 か つ 、 各 部 の 寸 法 設 定 が 容 易 で 、 製 造 が 容 易 な 防 護 柵 用 支 柱 を 提 供 す る こ と
を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 創 案 さ れ た 本 発 明 は 、 車 道 脇 に 構 築 さ れ た 基 礎 に 固 定
さ れ る 台 座 と 、 前 記 台 座 に 立 設 さ れ た 支 柱 本 体 と を 有 す る 防 護 柵 用 支 柱 で あ っ て 、 前 記 支
柱 本 体 は 、 前 記 車 道 に 面 す る 前 面 フ ラ ン ジ と 、 前 記 前 面 フ ラ ン ジ の 後 方 に 配 置 さ れ た 後 面
フ ラ ン ジ と 、 前 記 前 面 フ ラ ン ジ と 前 記 後 面 フ ラ ン ジ と を 繋 ぐ ウ ェ ブ と を 備 え て お り 、 前 記
前 面 フ ラ ン ジ の 前 面 が 、 平 面 状 又 は 円 弧 面 状 を 呈 し て お り 、 前 記 後 面 フ ラ ン ジ が 、 前 記 台
座 か ら 略 垂 直 に 立 ち 上 が る 基 部 と 、 前 記 基 部 の 上 端 か ら 前 側 斜 め 上 方 に 向 か っ て 立 ち 上 が
る 傾 斜 部 と 、 前 記 傾 斜 部 の 上 端 か ら 上 方 に 向 か っ て 立 ち 上 が る 主 体 部 と を 備 え て い る こ と
を 特 徴 と す る 。 な お 、 後 面 フ ラ ン ジ の 主 体 部 は 、 平 面 状 又 は 円 弧 面 状 と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 防 護 柵 用 支 柱 は 、 前 面 フ ラ ン ジ の 前 面 が 円 弧 面 状 又 は 平 面 状 を 呈 し て い る の で 、 す
っ き り と し た 外 観 と な り 、 さ ら に 、 す っ き り と し た 外 観 で あ る が 故 に 、 各 部 の 寸 法 設 定 や
製 造 が 容 易 に な る 。 な お 、 こ の 防 護 柵 用 支 柱 に お い て は 、 後 面 フ ラ ン ジ が 、 基 部 と 傾 斜 部
と の 境 界 部 分 お よ び 傾 斜 部 と 主 体 部 と の 境 界 部 分 に お い て 折 れ 曲 が っ て い る の で 、 支 柱 本
体 に 車 道 側 か ら 衝 突 荷 重 が 作 用 し た 場 合 に は 、 こ れ ら 境 界 部 分 を 起 点 に し て 支 柱 本 体 が 後
方 に 傾 倒 し 、 衝 撃 を 効 果 的 に 吸 収 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 支 柱 本 体 に 車 道 側 か ら 衝 突 荷 重 が 作 用 す る と 、 支 柱 本 体 が 後 方 に 傾 倒 す る の に 伴
っ て 、 前 面 フ ラ ン ジ に は 引 張 力 が 作 用 す る こ と に な る が 、 こ の 引 張 力 は 、 上 に 向 か う に 従
っ て 小 さ く な る の で 、 前 記 前 面 フ ラ ン ジ の 幅 寸 法 お よ び 前 面 フ ラ ン ジ の 肉 厚 の 少 な く と も
一 方 を 、 上 に 向 か う に 従 っ て 漸 減 さ せ る と よ い 。 こ の よ う に す る と 、 支 柱 本 体 が 必 要 以 上
に 重 厚 に な る こ と が 防 止 さ れ る の で 、 防 護 柵 用 支 柱 の 軽 量 化 を 図 る こ と が 可 能 と な り 、 さ
ら に は 、 材 料 費 を 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 前 記 前 面 フ ラ ン ジ の 前 面 お よ び 前 記 後 面 フ ラ ン ジ の 前 記 主 体 部 の 後
面 を 、 円 弧 面 状 に す る と よ い 。 こ の よ う に す る と 、 防 護 柵 用 支 柱 の 外 観 が よ り 一 層 す っ き
り と し た も の と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 前 記 後 面 フ ラ ン ジ の 前 記 基 部 に 対 す る 前 記 傾 斜 部 の 傾 斜 角 度 が １ ５ 度 を 下 回 る と
、 傾 倒 の 起 点 に な り 難 く な り 、 ４ ５ 度 を 上 回 る と 、 後 面 フ ラ ン ジ の 折 れ 曲 が り が 目 立 つ よ
う に な り 、 す っ き り と し た 外 観 を 損 ね る こ と に な る の で 、 前 記 し た 傾 斜 角 度 は 、 １ ５ ～ ４
５ 度 に 設 定 す る と よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 前 記 後 面 フ ラ ン ジ の 前 記 傾 斜 部 の 上 端 が 、 前 記 基 部 の 上 端 よ
り も 前 側 に 位 置 す る こ と に な る が 、 そ の 間 隔 が 前 記 傾 斜 部 の 肉 厚 の ０ ． ８ 倍 を 下 回 る と 、
傾 倒 の 起 点 に な り 難 く な り 、 ２ ． ５ 倍 を 上 回 る と 、 後 面 フ ラ ン ジ の 折 れ 曲 が り が 目 立 つ よ
う に な り 、 す っ き り と し た 外 観 を 損 ね る こ と に な る の で 、 前 記 後 面 フ ラ ン ジ の 前 記 傾 斜 部
の 上 端 を 、 前 記 傾 斜 部 の 肉 厚 の ０ ． ８ ～ ２ ． ５ 倍 分 だ け 、 前 記 基 部 の 上 端 よ り も 前 側 に 位
置 さ せ る と よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 台 座 に ボ ル ト 挿 通 孔 を 形 成 す る 場 合 に は 、 当 該 ボ ル ト 挿 通 孔 を 前 記 前 面 フ ラ
ン ジ と 前 記 後 面 フ ラ ン ジ と の 間 に 位 置 さ せ る と よ い 。 こ の よ う に す る と 、 ボ ル ト 挿 通 孔 に
挿 通 し た ボ ル ト （ 基 礎 に 埋 設 さ れ た ア ン カ ー ボ ル ト を 含 む ） が 前 面 フ ラ ン ジ と 後 面 フ ラ ン
ジ と ウ ェ ブ と に 囲 ま れ 、 当 該 ボ ル ト が 車 道 側 お よ び 路 肩 側 か ら 視 認 し 難 く な る の で 、 防 護
柵 用 支 柱 を 基 礎 に 据 え 付 け た 後 に お い て も 、 す っ き り と し た 外 観 を 維 持 す る こ と が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 防 護 柵 用 支 柱 の 材 質 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 好 適 に は 、 ア ル ミ
ニ ウ ム 合 金 製 の 鋳 造 品 で あ る こ と が 望 ま し い 。 軽 量 で 腐 食 し 難 い ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で 防 護
柵 用 支 柱 を 構 成 す れ ば 、 そ の 運 搬 や 現 場 で の 取 り 回 し が 容 易 に な り 、 ま た 、 維 持 管 理 に 要
す る 手 間 を 軽 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 防 護 柵 用 支 柱 は 、 す っ き り と し た 外 観 で あ り な が ら も 、 衝 撃 吸 収 能 力 に 優
れ て い る 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る 防 護 柵 用 支 柱 に よ れ ば 、 各 部 の 寸 法 設 定 が 容 易 に な る と と
も に 、 製 造 が 容 易 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ を 備 え た 車 両 用 防 護 柵 Ｇ を 示 す 斜 視 図 で あ る
。 こ の 図 に 示 す よ う に 、 車 両 用 防 護 柵 Ｇ は 、 車 道 Ｒ に 沿 っ て 設 置 さ れ る 三 条 の 横 架 材 Ｈ １
， Ｈ ２ ， Ｈ ３ と 、 こ の 横 架 材 Ｈ １ ， Ｈ ２ ， Ｈ ３ を 支 持 す る 複 数 の 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ ， Ｐ ， …
と 、 を 備 え て い る 。 な お 、 各 部 材 に お い て 、 車 道 Ｒ に 臨 む 面 を 「 前 面 」 と し 、 そ の 反 対 側
（ 路 肩 側 ） の 面 を 「 後 面 」 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 三 条 の 横 架 材 Ｈ １ ， Ｈ ２ ， Ｈ ３ は 、 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に
お い て は 、 三 条 の 横 架 材 Ｈ １ ， Ｈ ２ ， Ｈ ３ を 備 え る 車 両 用 防 護 柵 Ｇ を 例 示 す る が 、 横 架 材
の 条 数 を 限 定 す る 趣 旨 で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 段 の 横 架 材 Ｈ １ は 、 長 手 方 向 に 連 設 さ れ た 複 数 の 中 空 梁 材 Ｈ １ １ ， Ｈ １ １ ， … と 、 隣
り 合 う 中 空 梁 材 Ｈ １ １ ， Ｈ １ １ の 境 界 部 分 の 内 部 に 配 置 さ れ た 連 結 部 材 Ｈ １ ２ と を 備 え て
構 成 さ れ て い る 。 中 空 梁 材 Ｈ １ １ は 、 断 面 略 楕 円 形 を 呈 す る 筒 状 の 形 材 で あ り 、 隣 り 合 う
防 護 柵 用 支 柱 Ｐ ， Ｐ の 間 隔 と 同 じ 長 さ に 切 断 さ れ て い る 。 連 結 部 材 Ｈ １ ２ は 、 隣 り 合 う 中
空 梁 材 Ｈ １ １ ， Ｈ １ １ の 境 界 部 分 を 跨 ぐ よ う に 配 置 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 同 様 に 、 中 段 の 横 架 材 Ｈ ２ は 、 長 手 方 向 に 連 設 さ れ た 複 数 の 中 空 梁 材 Ｈ ２ １ ， Ｈ ２ １ ，
… と 、 隣 り 合 う 中 空 梁 材 Ｈ ２ １ ， Ｈ ２ １ の 境 界 部 分 の 内 部 に 配 置 さ れ た 連 結 部 材 Ｈ ２ ２ と
を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 中 空 梁 材 Ｈ ２ １ は 、 断 面 略 楕 円 形 を 呈 す る 筒 状 の 形 材 で あ り 、
隣 り 合 う 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ ， Ｐ の 間 隔 と 同 じ 長 さ に 切 断 さ れ て い る 。 連 結 部 材 Ｈ ２ ２ は 、 隣
り 合 う 中 空 梁 材 Ｈ ２ １ ， Ｈ ２ １ の 境 界 部 分 を 跨 ぐ よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 下 段 の 横 架 材 Ｈ ３ 構 成 は 、 中 段 の 横 架 材 Ｈ ２ の 構 成 と 同 様 で あ る の で 、 そ の 詳 細 な 説 明
は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 横 架 材 Ｈ １ ， Ｈ ２ ， Ｈ ３ の 断 面 が 略 楕 円 形 で あ る 場 合 を
例 示 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 例 え ば 、 円 形 、 砲 弾 形 、 矩 形 な ど で あ っ て も
差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 防 護 柵 用 支 柱 １ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の 鋳 造 品 で あ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 車 道 Ｒ 脇
に 構 築 さ れ た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の 基 礎 Ｋ に 固 定 さ れ る 台 座 １ と 、 こ の 台 座 １ に 立 設 さ れ
た 支 柱 本 体 ２ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 台 座 １ は 、 上 方 か ら 見 た 形 状 が 矩 形 を 呈 し て い て 、 基 礎 Ｋ に 埋 設 さ れ た ナ ッ ト Ｎ １ に 対
応 す る 位 置 に ボ ル ト 挿 通 孔 １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ボ ル ト 挿 通 孔 １ ａ に は 、 ナ ッ ト Ｎ １ に
螺 合 す る ボ ル ト Ｂ １ が 挿 通 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 ボ ル ト 挿 通 孔 １ ａ は 、 後 記 す
る ウ ェ ブ ２ ３ を 挟 ん で 両 側 に 二 箇 所 ず つ 形 成 さ れ て い る が 、 ボ ル ト 挿 通 孔 １ ａ の 数 を 限 定
す る 趣 旨 で は な い 。 図 ３ の （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 ボ ル ト 挿 通 孔 １ ａ は 、 後 記 す る 支 柱 本 体
２ の 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ と 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ と の 間 に 位 置 し て お り 、 か つ 、 ボ ル ト 挿 通 孔 １
ａ の 中 心 は 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 側 端 と 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 側 端 と を 通 る 直 線 Ｓ よ り も ウ
ェ ブ ２ ３ 側 に 位 置 し て い る 。 な お 、 台 座 １ は 、 矩 形 を 呈 す る も の に 限 定 さ れ る こ と は な く
、 図 示 は 省 略 す る が 、 多 角 形 や 円 形 等 を 呈 す る も の で あ っ て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に 示 す 支 柱 本 体 ２ は 、 車 道 Ｒ に 面 す る 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ と 、 こ の 前 面 フ ラ ン ジ ２ １
の 後 方 に 配 置 さ れ た 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ と 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ と 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ と を 繋 ぐ
ウ ェ ブ ２ ３ と を 備 え て お り 、 さ ら に 本 実 施 形 態 に お い て は 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 上 端 か ら
後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 上 端 に か け て 形 成 さ れ た 上 段 取 付 部 ２ ４ と 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 中 央
部 の 前 面 に 形 成 さ れ た 中 段 取 付 部 ２ ５ お よ び 下 段 取 付 部 ２ ６ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ は 、 図 ３ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 方 か ら 見 た 形 状 が 略 台 形 を 呈 し て
い て 、 そ の 幅 寸 法 が 上 に 向 か う に 従 っ て 漸 減 し て い る 。 ま た 、 図 ３ の （ ｂ ） に 示 す よ う に
、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ は 、 側 方 か ら 見 た 形 状 が 後 方 に 凸 な 円 弧 状 を 呈 し て い る 。 つ ま り 、 前
面 フ ラ ン ジ ２ １ の 前 面 は 、 円 弧 面 状 を 呈 し て い る （ 図 １ 参 照 ） 。 図 ３ の （ ｂ ） 、 （ ｅ ） お
よ び （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ は 、 上 か ら 下 ま で 肉 厚 が 変 わ ら な い 断 面 長 方
形 の 肉 厚 一 定 領 域 ２ １ ａ と 、 こ の 肉 厚 一 定 領 域 ２ １ ａ の 後 側 に 形 成 さ れ た 断 面 台 形 の 肉 厚
変 化 領 域 ２ １ ｂ と を 備 え て い る 。 肉 厚 変 化 領 域 ２ １ ｂ の 肉 厚 は 、 上 に 向 か う に 従 っ て 漸 減
し て い る 。 つ ま り 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 肉 厚 変 化 領 域 ２ １ ｂ の 肉 厚 を 上 に 向 か う に 従
っ て 漸 減 さ せ る こ と で 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 肉 厚 を 上 に 向 か う に 従 っ て 漸 減 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ は 、 図 ３ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 そ の 下 部 の 二 箇 所 に 折 れ 点 （ 折 線 ）
ｍ １ ， ｍ ２ を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 下 部 は 、 二 箇 所 で 折 れ 曲 が っ て
い る 。 な お 、 台 座 １ の 上 面 か ら 折 れ 点 ｍ １ ま で を 基 部 ２ ２ ａ と 称 し 、 折 れ 点 ｍ １ か ら 折 れ
点 ｍ ２ ま で を 傾 斜 部 ２ ２ ｂ と 称 し 、 折 れ 点 ｍ ２ か ら 上 段 取 付 部 ２ ４ ま で を 主 体 部 ２ ２ ｃ と
称 す る こ と と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 基 部 ２ ２ ａ は 、 平 板 状 を 呈 し て い て 、 台 座 １ か ら 略 垂 直 に 立 ち 上 が っ て い る 。 基 部 ２ ２
ａ の 高 さ 寸 法 ｈ １ （ 図 ４ 参 照 ） は 、 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 高 さ 寸 法 ｈ ０ の １ ／ １ ２ ～ １ ／ ８
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 傾 斜 部 ２ ２ ｂ は 、 平 板 状 を 呈 し て い て 、 基 部 ２ ２ ａ の 上 端 か ら 前 側 斜 め 上 方 に 向 か っ て
立 ち 上 が っ て い る 。 な お 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 高 さ 寸 法 ｈ ２ は 、 基 部 ２ ２
ａ の 高 さ 寸 法 ｈ １ の １ ／ ４ ～ １ ／ ２ で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 傾 斜 部 ２ ２ ｂ は 、 基 部 ２ ２ ａ に 対 し て 傾 斜 し て い る が 、 基 部 ２ ２ ａ に 対 す る 傾 斜 部 ２ ２
ｂ の 傾 斜 角 度 θ は 、 １ ５ ～ ４ ５ 度 に 設 定 す る と よ い 。 本 実 施 形 態 で は 、 基 部 ２ ２ ａ に 対 す
る 傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 傾 斜 角 度 θ を 、 ３ ０ 度 に 設 定 し て い る 。 な お 、 傾 斜 角 度 θ が １ ５ 度 を 下
回 る と 、 傾 倒 の 起 点 に な り 難 く な り 、 ４ ５ 度 を 上 回 る と 、 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 折 れ 曲 が り
が 目 立 つ よ う に な り 、 す っ き り と し た 外 観 を 損 ね る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 上 端 は 、 基 部 ２ ２ ａ の 上 端 よ り も 前 側 （ 車 道 Ｒ 側 ） に 位 置 し て い る 。 本
実 施 形 態 で は 、 傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 上 端 を 、 傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 肉 厚 の １ ． ３ 倍 分 だ け 、 基 部 ２ ２
ａ の 上 端 よ り も 前 側 に 位 置 さ せ て い る 。 な お 、 基 部 ２ ２ ａ の 上 端 と 傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 上 端 の
間 隔 ｄ が 傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 肉 厚 の ０ ． ８ 倍 を 下 回 る と 、 傾 倒 の 起 点 に な り 難 く な り 、 ２ ． ５
倍 を 上 回 る と 、 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 折 れ 曲 が り が 目 立 つ よ う に な っ て す っ き り と し た 外 観
を 損 ね る こ と に な る の で 、 傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 上 端 は 、 傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 肉 厚 ｔ ２ の ０ ． ８ ～ ２
． ５ 倍 だ け 、 基 部 ２ ２ ａ の 上 端 よ り も 前 側 に 位 置 さ せ る と よ い 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、
傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 肉 厚 ｔ ２ は 、 基 部 ２ ２ ａ の 肉 厚 ｔ １ よ り も 僅 か に 薄 く 、 か つ 、 下 端 か ら 上
端 ま で 一 定 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 主 体 部 ２ ２ ｃ は 、 傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 上 端 か ら 上 方 に 向 か っ て 立 ち 上 が っ て い る 。 本 実 施 形
態 で は 、 主 体 部 ２ ２ ｃ は 、 側 方 か ら 見 た 形 状 が 後 方 に 凸 な 円 弧 状 を 呈 し て い る 。 つ ま り 、
主 体 部 ２ ２ ｃ の 後 面 は 、 円 弧 面 状 を 呈 し て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て
は 、 主 体 部 ２ ２ ｃ の 曲 率 半 径 の ほ う が 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 曲 率 半 径 よ り も 大 き く な っ て
い る 。 ま た 、 主 体 部 ２ ２ ｃ の 肉 厚 ｔ ３ は 、 傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 肉 厚 ｔ ２ と 同 じ で 、 下 端 か ら 上
端 ま で 一 定 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 基 部 ２ ２ ａ 、 傾 斜 部 ２ ２ ｂ お よ び 主 体 部 ２ ２ ｃ は 、 い ず れ
も 、 後 方 か ら 見 た 形 状 が 略 台 形 を 呈 し て い る 。 す な わ ち 、 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 幅 寸 法 は 、
上 に 向 か う に 従 っ て 漸 減 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ウ ェ ブ ２ ３ は 、 台 座 １ の 上 面 か ら 起 立 し て い る 。 ウ ェ ブ ２ ３ は 、 図 ３ の （ ｆ ） に 示 す よ
う に 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 中 心 Ｃ １ と 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 中 心 Ｃ ２ と を 含 む 鉛 直 面 Ｖ 上 に
位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 段 取 付 部 ２ ４ は 、 図 ３ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 段 の 横 架 材 Ｈ １ （ 図 １ 参 照 ） を 保 持
す る 部 位 で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 、 支 柱 本 体 ２ の 上 端 部 に 形 成 さ れ て い る 。 上 段 取 付 部 ２
４ は 、 上 段 の 横 架 材 Ｈ １ の 後 部 を 支 持 す る 取 付 座 ２ ４ ａ と 、 横 架 材 Ｈ １ の 下 面 に 形 成 さ れ
た 係 合 凹 溝 Ｈ １ ３ に 係 合 す る 係 合 凸 部 ２ ４ ｂ と を 備 え て い る 。 図 ３ の （ ｄ ） に 示 す よ う に
、 取 付 座 ２ ４ ａ に は 、 ウ ェ ブ ２ ３ を 挟 ん で 両 側 に 、 挿 通 孔 ２ ４ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 挿 通
孔 ２ ４ ｃ に は 、 上 段 の 横 架 材 Ｈ １ を 固 定 す る た め の 固 定 ボ ル ト Ｂ ２ （ 図 ３ の （ ｂ ） 参 照 ）
が 挿 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 中 段 取 付 部 ２ ５ は 、 図 ３ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 中 段 の 横 架 材 Ｈ ２ を 保 持 す る 部 位 で あ
り 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ に 突 設 さ れ て い る 。 中 段 取 付 部 ２ ５ の 上 面 は 、 中 段 の 横 架 材 Ｈ ２ の
外 面 に 沿 う よ う に 楕 円 弧 面 状 に 成 形 さ れ て い る 。 ま た 、 中 段 取 付 部 ２ ５ に は 、 図 ３ の （ ｅ
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） に 示 す よ う に 、 左 右 二 箇 所 に 挿 通 孔 ２ ５ ａ ， ２ ５ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 挿 通 孔 ２ ５ ａ に
は 、 中 段 の 横 架 材 Ｈ ２ を 固 定 す る た め の 固 定 ボ ル ト Ｂ ３ （ 図 ３ の （ ｂ ） 参 照 ） が 挿 通 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 下 段 取 付 部 ２ ６ は 、 下 段 の 横 架 材 Ｈ ３ を 保 持 す る 部 位 で あ り 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ に 突 設
さ れ て い る が 、 そ の 主 要 な 構 成 は 中 段 取 付 部 ２ ５ と 同 様 で あ る の で 、 そ の 詳 細 な 説 明 は 省
略 す る 。 な お 、 下 段 取 付 部 ２ ６ は 、 折 れ 点 ｍ ２ よ り も 上 方 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ を 基 礎 Ｋ の 上 面 に 設 置 す る に は 、 台 座 １ の ボ ル ト 挿
通 孔 １ ａ ， １ ａ ， … が 基 礎 Ｋ に 埋 設 し た ナ ッ ト Ｎ １ 、 Ｎ １ ， … の 直 上 に 位 置 す る よ う に 台
座 １ を 基 礎 Ｋ の 上 面 に 載 置 し 、 そ の 後 、 台 座 １ の ボ ル ト 挿 通 孔 １ ａ に ボ ル ト Ｂ １ を 挿 通 し
、 そ の 軸 部 を ナ ッ ト Ｎ １ に 螺 合 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 図 ３ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ に 上 段 の 横 架 材 Ｈ １ を 固 定 す る に は
、 中 空 梁 材 Ｈ １ １ ， Ｈ １ １ の 境 界 部 分 （ す な わ ち 、 連 結 部 材 Ｈ １ ２ が 配 置 さ れ て い る 部 分
） を 支 柱 本 体 ２ の 上 段 取 付 部 ２ ４ に 保 持 さ せ れ ば よ い 。 具 体 的 に は 、 横 架 材 Ｈ １ の 係 合 凹
溝 Ｈ １ ３ を 上 段 取 付 部 ２ ４ の 係 合 凸 部 ２ ４ ｂ に 係 合 さ せ つ つ 、 横 架 材 Ｈ １ の 後 部 を 上 段 取
付 部 ２ ４ の 取 付 座 ２ ４ ａ に 載 置 し 、 取 付 座 ２ ４ ａ の 挿 通 孔 ２ ４ ｃ ， ２ ４ ｃ （ 図 ３ の （ ｄ ）
参 照 ） と 中 空 梁 材 Ｈ １ １ の 挿 通 孔 （ 図 示 略 ） と に ボ ル ト Ｂ ２ の 軸 部 を 挿 通 す る と と も に 、
そ の 先 端 部 を 連 結 部 材 Ｈ １ ２ に 形 成 さ れ た 雌 ね じ 孔 （ 図 示 略 ） に 螺 合 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ に 中 段 の 横 架 材 Ｈ ２ を 固 定 す る に は 、 中 空 梁 材 Ｈ ２ １ ， Ｈ ２ １ の
境 界 部 分 （ す な わ ち 、 連 結 部 材 Ｈ ２ ２ が 配 置 さ れ て い る 部 分 ） を 中 段 取 付 部 ２ ５ に 載 置 し
た う え で 、 中 段 取 付 部 ２ ５ の 挿 通 孔 ２ ５ ａ ， ２ ５ ａ （ 図 ３ の （ ｅ ） 参 照 ） と 中 空 梁 材 Ｈ ２
１ の 挿 通 孔 （ 図 示 略 ） と に ボ ル ト Ｂ ３ の 軸 部 を 挿 通 す る と と も に 、 そ の 先 端 部 を 連 結 部 材
Ｈ ２ ２ の 雌 ね じ 孔 （ 図 示 略 ） に 螺 合 す れ ば よ い 。 下 段 取 付 部 ２ ６ に 下 段 の 横 架 材 Ｈ ３ を 固
定 す る 場 合 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ に 、 車 道 Ｒ 側 か ら 衝 突 荷 重 が 作 用 す る と 、 後 面
フ ラ ン ジ ２ ２ が 基 部 ２ ２ ａ と 傾 斜 部 ２ ２ ｂ と の 境 界 部 分 （ 折 れ 点 ｍ １ ） お よ び 傾 斜 部 ２ ２
ｂ と 主 体 部 ２ ２ ｃ と の 境 界 部 分 （ 折 れ 点 ｍ ２ ） に お い て 折 れ 曲 が っ て い る の で 、 ま ず 、 こ
れ ら 境 界 部 分 を 起 点 に し て 支 柱 本 体 ２ が 後 方 に 傾 倒 し 、 そ の 後 、 ウ ェ ブ ２ ３ が 面 外 方 向 に
座 屈 す る 。 つ ま り 、 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ は 、 支 柱 本 体 ２ が 後 方 に 傾 倒 す る こ と で 、 衝 撃 を 効 果
的 に 吸 収 し 、 さ ら に 、 ウ ェ ブ ２ ３ が 座 屈 す る こ と で 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 破 断 を 防 止 す る
と と も に 、 車 両 に 加 わ る 衝 撃 力 が 増 大 す る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ に よ れ ば 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 前 面 が 円 弧 面 状 を 呈 す る と
と も に 、 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 主 体 部 ２ ２ ｃ の 後 面 が 円 弧 面 状 を 呈 し て い る の で 、 す っ き り
と し た 外 観 と な り 、 さ ら に 、 す っ き り と し た 外 観 で あ る が 故 に 、 各 部 の 寸 法 設 定 や 製 造 が
容 易 に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ に お い て は 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 幅 寸 法 お よ び 肉 厚 を 上 に 向 か う
に 従 っ て 漸 減 さ せ る と と も に 、 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 幅 寸 法 を 上 に 向 か う に 従 っ て 漸 減 さ せ
て い る の で 、 支 柱 本 体 ２ の 全 体 が 必 要 以 上 に 重 厚 に な る こ と が 防 止 さ れ 、 ひ い て は 、 防 護
柵 用 支 柱 Ｐ の 軽 量 化 を 図 る こ と が 可 能 と な り 、 さ ら に は 、 材 料 費 を 抑 え る こ と が 可 能 と な
る 。 な お 、 支 柱 本 体 ２ が 後 方 に 傾 倒 す る 際 に 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ に 発 生 す る 引 張 力 は 、 上 に
向 か う に 従 っ て 小 さ く な る の で 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 幅 寸 法 お よ び 肉 厚 を 上 に 向 か う に 従
っ て 漸 減 さ せ て も 、 支 柱 本 体 ２ の 耐 力 が 低 下 す る こ と は な い 。 同 様 に 、 支 柱 本 体 ２ が 後 方
に 傾 倒 す る 際 に 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ に 発 生 す る 圧 縮 力 は 、 上 に 向 か う に 従 っ て 小 さ く な る の
で 、 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 幅 寸 法 を 、 上 に 向 か う に 従 っ て 漸 減 さ せ て も 、 支 柱 本 体 ２ の 耐 力
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が 低 下 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 台 座 １ に 形 成 し た ボ ル ト 挿 通 孔 １ ａ を 前 面 フ ラ ン ジ ２ １
と 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ と の 間 に 位 置 さ せ た の で 、 ボ ル ト 挿 通 孔 １ ａ に 挿 通 し た ボ ル ト Ｂ １ が
前 面 フ ラ ン ジ ２ １ と 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ と ウ ェ ブ ２ ３ と に 囲 ま れ る こ と に な る 。 す な わ ち 、
防 護 柵 用 支 柱 Ｐ に よ れ ば 、 ボ ル ト Ｂ １ が 車 道 Ｒ 側 お よ び 路 肩 側 か ら 視 認 し 難 く な る の で 、
基 礎 Ｋ に 据 え 付 け た 後 に お い て も 、 す っ き り と し た 外 観 を 維 持 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 軽 量 で 腐 食 し 難 い ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ を 構 成 し
た の で 、 そ の 運 搬 や 現 場 で の 取 り 回 し が 容 易 に な り 、 ま た 、 維 持 管 理 に 要 す る 手 間 を 軽 減
す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 前 記 し た 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ の 構 成 は 適 宜 変 更 し て も 差 し 支 え な い 。 例 え ば 、 本 実 施
形 態 に お い て は 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 前 面 を 円 弧 面 状 と し た が 、 平 面 状 （ 平 板 状 ） と し て
も 差 し 支 え な い 。 同 様 に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 主 体 部 ２ ２ ｃ の 後
面 を 円 弧 面 状 と し た が 、 平 面 状 （ 平 板 状 ） と し て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 幅 寸 法 お よ び 肉 厚 の 両 方 を 、 上 に 向
か う に 従 っ て 漸 減 さ せ た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 図 示 は 省 略 す る が 、 前 面 フ ラ
ン ジ ２ １ の 幅 寸 法 お よ び 肉 厚 の 少 な く と も 一 方 を 、 上 に 向 か う に 従 っ て 漸 減 さ せ て も よ い
し 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 幅 寸 法 お よ び 肉 厚 の 両 方 を 不 変 と し て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 幅 寸 法 を 上 に 向 か う に 従 っ て 漸 減 さ
せ た が 、 上 に 向 か う に 従 っ て 漸 増 さ せ て も 差 し 支 え な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 支 柱 本 体 ２ の 上 端 部 に 衝 撃 荷 重 を 模 擬 し た 水 平 荷 重 を 静 的 に 作 用 さ せ た と き の 荷 重 と 変
位 量 と の 関 係 を 図 ５ に 示 す 。
　 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ の 材 質 は 、 重 力 鋳 造 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の Ａ Ｃ ７ Ａ － Ｆ で あ る 。 台 座 １
の 厚 さ は ３ ０ ｍ ｍ で 、 支 柱 本 体 ２ の 高 さ は ７ ６ ３ ｍ ｍ で あ る 。
　 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 下 端 に お け る 幅 寸 法 は １ ２ ０ ｍ ｍ で 、 上 端 に お け る 幅 寸 法 は ９ ５ ｍ
ｍ で あ る 。 ま た 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 下 端 に お け る 肉 厚 は ２ ２ ｍ ｍ で 、 上 端 に お け る 肉 厚
は １ １ ｍ ｍ で あ る 。
　 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 下 端 （ 基 部 ２ ２ ａ の 下 端 ） に お け る 幅 寸 法 は １ １ ０ ｍ ｍ で 、 折 れ 点
ｍ １ に お け る 幅 寸 法 は １ １ ８ ｍ ｍ で 、 折 れ 点 ｍ ２ に お け る 幅 寸 法 は ９ ０ ｍ ｍ で あ る 。 後 面
フ ラ ン ジ ２ ２ の 高 さ ｈ ０ は 、 ７ ４ ３ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 基 部 ２ ２ ａ の 高 さ ｈ １ は ６ ８ ｍ ｍ
で あ り 、 肉 厚 ｔ １ は １ ２ ｍ ｍ で あ る 。 傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 高 さ ｈ ２ は ２ ５ ｍ ｍ で あ り 、 肉 厚 ｔ

２ は １ １ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 主 体 部 ２ ２ ｃ の 高 さ は ６ ５ ０ ｍ ｍ で あ り 、 肉 厚 ｔ ３ は １ １ ｍ
ｍ で あ る 。
　 ウ ェ ブ ２ ２ ｃ の 肉 厚 は ６ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 同 一 の 形 状 お よ び 同 一 の 材 質 で 形 成 さ れ た 二 つ の 供 試 体 （ ケ ー ス １ 、 ケ ー ス ２ ） に つ い
て 実 験 を 行 っ た 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 ケ ー ス １ で は ３ ４ ． ０ ｋ Ｎ 、 ケ ー ス ２ で は ３ ４ ． ４
ｋ Ｎ で ウ ェ ブ ２ ３ に 座 屈 が 発 生 し た が 、 支 柱 本 体 ２ の 上 端 部 の 変 位 量 が ３ ０ ｃ ｍ に 達 す る
ま で 急 激 な 荷 重 の 落 ち 込 み は な か っ た 。 支 柱 本 体 ２ の 上 端 部 の 変 位 量 が ３ ０ ｃ ｍ に 達 し て
時 点 で の 荷 重 が ２ ０ ｋ Ｎ 程 度 で あ る こ と か ら 、 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ が 車 両 の 接 触 ・ 衝 突 時 の 衝
撃 荷 重 に 十 分 耐 え 、 所 定 の 衝 突 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し 得 る 特 性 を 備 え て い る こ と が 分 か る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 防 護 柵 用 支 柱 を 備 え る 車 両 用 防 護 柵 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 防 護 柵 用 支 柱 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 防 護 柵 用 支 柱 を 示 す 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 後 面 図 、 （ ｂ
） は 側 面 図 、 （ ｃ ） は 前 面 図 、 （ ｄ ） は （ ｂ ） の Ｘ １ － Ｘ １ 矢 視 図 、 （ ｅ ） は （ ｂ ） の Ｘ
２ － Ｘ ２ 線 断 面 図 、 （ ｆ ） は （ ｂ ） の Ｘ ３ － Ｘ ３ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 防 護 柵 用 支 柱 の 下 部 を 示 す 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 防 護 柵 用 支 柱 の 上 端 部 に 衝 撃 荷 重 を 模 擬 し た 水 平 荷 重 を 静 的 に 作 用 さ せ た と き の
荷 重 と 変 位 量 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 、 従 来 の 防 護 柵 用 支 柱 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 Ｐ 　 　 　 防 護 柵 用 支 柱
　 １ 　 　 　 台 座
　 １ ａ 　 　 ボ ル ト 挿 通 孔
　 ２ 　 　 　 支 柱 本 体
　 ２ １ 　 　 前 面 フ ラ ン ジ
　 ２ ２ 　 　 後 面 フ ラ ン ジ
　 ２ ２ ａ 　 基 部
　 ２ ２ ｂ 　 傾 斜 部
　 ２ ２ ｃ 　 主 体 部
　 ２ ３ 　 　 ウ ェ ブ
　 Ｋ 　 　 　 基 礎
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 15日 (2006.6.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 支 柱 本 体 ２ の 上 端 部 に 衝 撃 荷 重 を 模 擬 し た 水 平 荷 重 を 静 的 に 作 用 さ せ た と き の 荷 重 と 変
位 量 と の 関 係 を 図 ５ に 示 す 。
　 防 護 柵 用 支 柱 Ｐ の 材 質 は 、 重 力 鋳 造 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の Ａ Ｃ ７ Ａ － Ｆ で あ る 。 台 座 １
の 厚 さ は ３ ０ ｍ ｍ で 、 支 柱 本 体 ２ の 高 さ は ７ ６ ３ ｍ ｍ で あ る 。
　 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 下 端 に お け る 幅 寸 法 は １ ２ ０ ｍ ｍ で 、 上 端 に お け る 幅 寸 法 は ９ ５ ｍ
ｍ で あ る 。 ま た 、 前 面 フ ラ ン ジ ２ １ の 下 端 に お け る 肉 厚 は ２ ２ ｍ ｍ で 、 上 端 に お け る 肉 厚
は １ １ ｍ ｍ で あ る 。
　 後 面 フ ラ ン ジ ２ ２ の 下 端 （ 基 部 ２ ２ ａ の 下 端 ） に お け る 幅 寸 法 は １ １ ０ ｍ ｍ で 、 折 れ 点
ｍ １ に お け る 幅 寸 法 は ｍ ｍ で 、 折 れ 点 ｍ ２ に お け る 幅 寸 法 は ９ ０ ｍ ｍ で あ る 。 後 面 フ
ラ ン ジ ２ ２ の 高 さ ｈ ０ は 、 ７ ４ ３ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 基 部 ２ ２ ａ の 高 さ ｈ １ は ６ ８ ｍ ｍ で
あ り 、 肉 厚 ｔ １ は １ ２ ｍ ｍ で あ る 。 傾 斜 部 ２ ２ ｂ の 高 さ ｈ ２ は ２ ５ ｍ ｍ で あ り 、 肉 厚 ｔ ２

は １ １ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 主 体 部 ２ ２ ｃ の 高 さ は ６ ５ ０ ｍ ｍ で あ り 、 肉 厚 ｔ ３ は １ １ ｍ ｍ
で あ る 。
　 ウ ェ ブ ２ ２ ｃ の 肉 厚 は ６ ｍ ｍ で あ る 。
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